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「教職員の多忙化改善」「学年集金・給食費等の口座振替手数料」
「本市における児童虐待対応」
「本市の上下水道事業」
「コミュニティバス運行の課題と今後の方向性」
「行政デジタル化の取り組み」
「消防通信指令体制」
「コロナ禍における介護・障害福祉サービス事業所への支援と地域における要配慮者への

支援」「豊川市民病院における新型コロナウイルス感染症への対応状況」
「豊川市における男女共同参画」
「本市の住宅火災における消防力と地域の防火対策」
「市民の命と暮らしを守るための、新型コロナウイルス感染症対策施策等の実施」「コロナを

ふまえた、大震災時の避難所整備、ジェンダーの視点の防災対応」
「学校のファシリティマネジメント」
「PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の処分状況」「開発許可」
「道路行政」

「３年度施政方針並びに予算案大綱」 
「第６次豊川市総合計画の改訂にあたっての考え方」
「３年度施政方針並びに予算案大綱」 

「３年度施政方針並びに予算案大綱、新型コロナ感染症 
   対策を中心に」

代 表 ・ 一 般 質 問

浦野　隼次 
(とよかわ未来)
井川　郁恵 
(公明党市議団)
佐藤　郁恵 
(日本共産党豊川市議団)

倉橋　英樹
加藤　典子
太田　直人
奥澤　和行
木本　朗善
星川　博文
佐々木和美 

八木　月子
大場　昌克
安間　寛子 

神谷謙太郎
早川　喬俊
柴田　輝明

 各会派から１名代表して、市長の予算案大綱説明及び所信表明・施政方針に対して質問することです。質問時間の
制限はなく、一括方式(質問回数３回)で行っています。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することで
す。質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、３月定例会においては、12月定例会に引き
続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式（質問回数
３回）または一問一答方式(質問回数無制限)で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開するインターネット中継
（録画）、会議録をご覧ください。

◎ 一 般 質 問

◎ 代 表 質 問

３
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

と
よ
か
わ
未
来
代
表　

浦
野
隼
次

【
問
】
３
年
度
予
算
編
成

で
特
に
留
意
し
た
点
や
特

徴
、
重
点
施
策
は
。

【
答
】
総
合
計
画
等
を
着

実
に
推
進
す
る
積
極
的
な

姿
勢
で
編
成
し
た
。
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
三
つ
の
基
本

理
念
に
沿
い
、
八
幡
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
整
備
や
子
育
て
応
援

金
の
給
付
等
に
取
り
組
む
。

【
問
】
八
幡
駅
周
辺
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
負
担
の

考
え
方
は
。

【
答
】
道
路
改
良
事
業
等

は
、
医
療
、
商
業
等
の
都

市
機
能
施
設
の
利
便
を
享

受
し
や
す
く
す
る
た
め
に

実
施
す
る
。
商
業
施
設
建

設
予
定
地
に
隣
接
す
る
道

路
等
の
改
良
は
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
の
負
担
を
予
定
。

【
問
】
改
訂
す
る
第
６
次

総
合
計
画
に
取
り
入
れ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
反
映
状
況
は
。

【
答
】
自
治
体
行
政
の
果

た
し
得
る
役
割
を
踏
ま
え
、

総
合
計
画
の
各
政
策
分
野

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー

ル
を
関
連
付
け
、
一
体
的

な
推
進
を
図
る
こ
と
を
明

確
に
位
置
付
け
た
。

一 般 質 問 と は？

イオンモールの進出が予定される八幡地区
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保
育
環
境
整
備
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
の
市
独
自
施
策
が
近
隣
市
に

比
べ
て
少
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
認
識
は
。

公
明
党
市
議
団
代
表　

井
川
郁
恵

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表　

佐
藤
郁
恵

【
問
】
保
育
施
設
整
備
や

環
境
向
上
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
園
舎
の
建
て
替
え

等
を
推
進
し
、
老
朽
化
の

進
む
公
立
保
育
園
の
園
児

用
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
手

洗
い
用
水
栓
の
自
動
水
栓

へ
の
改
修
等
を
行
う
予
定
。

【
問
】
少
人
数
学
級
の
今

後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
県
は
国
の
法
改
正

を
受
け
、
３
年
度
か
ら
第

３
学
年
を
35
人
学
級
と
し

た
。
県
独
自
の
施
策
と
し

て
の
35
人
学
級
の
進
め
方

や
教
職
員
の
採
用
計
画
な

ど
、
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

【
問
】
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
伴
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
。

【
答
】
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の

整
備
に
め
ど
が
つ
い
た
た

め
、
国
の
補
助
を
活
用
し
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
業
務
委
託
に
よ

る
教
職
員
の
支
援
を
図
る
。

【
問
】
今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
】
学
習
ド
リ
ル
ソ
フ

ト
と
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
個
別
最
適
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
を

実
現
し
て
い
く
。

【
問
】
経
済
活
動
優
先
予

算
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
市

独
自
施
策
が
近
隣
市
に
比

べ
て
少
な
い
よ
う
に
思
う

が
、
認
識
は
。

【
答
】
対
面
接
触
の
低
減

の
た
め
の
リ
モ
ー
ト
環
境

の
整
備
、
住
宅
確
保
給
付

金
の
増
額
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
状
況
に
応
じ
た
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
近
隣
市

と
単
純
比
較
は
で
き
な
い

と
考
え
る
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

規
模
縮
小
の
背
景
や
影
響

は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
拡
大
や
商

工
会
議
所
な
ど
か
ら
の
要

望
を
総
合
的
に
判
断
し
た

と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

約
10
％
か
ら
15
％
程
度
の

交
通
量
の
減
少
が
想
定
さ

れ
る
。

【
問
】
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
お
け
る
市
職
員
の
職
場

環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
男
性
職
員
の
育
児

休
業
の
取
得
は
増
加
し
て

お
り
、
男
性
職
員
の
育
児

参
加
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】
小
中
学
校
に
お
け

る
給
食
費
等
の
口
座
振
替

手
数
料
有
償
化
の
経
緯
は
。

【
答
】
元
年
度
に
金
融
機

関
よ
り
市
宛
て
に
各
種
手

数
料
等
に
関
す
る
要
望
が

あ
り
、
２
年
４
月
に
教
育

委
員
会
宛
て
に
有
償
化
の

通
知
が
あ
っ
た
も
の
。

【
問
】
近
隣
市
の
状
況
は
。

【
答
】
豊
橋
市
及
び
田
原

市
は
、
口
座
振
替
手
数
料

１
件
55
円
を
保
護
者
負
担
。

蒲
郡
市
は
１
件
11
円
を
公

費
負
担
。

【
問
】
市
税
等
の
口
座
振

替
手
数
料
の
契
約
は
。

【
答
】
１
件
あ
た
り
11
円

で
各
金
融
機
関
と
契
約
。

【
問
】
金
融
機
関
の
変
更

の
検
討
や
支
払
い
方
法
に

選
択
肢
を
作
る
考
え
は
。

【
答
】
金
融
機
関
の
変
更

に
よ
る
無
償
化
は
難
し
い

が
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

の
取
り
組
み
は
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
例
え
ば
学

校
給
食
費
は
２
月
分
３
月

分
を
一
度
に
集
金
し
、
２

件
分
の
手
数
料
が
か
か
っ

て
お
り
、
１
件
分
と
し
て

扱
え
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の

修
正
を
検
討
し
て
い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
口
座
振
替

手
数
料
有
償
化
の
経
緯
は

倉　

橋　

英　

樹

②法
　公立義務教育諸学校の学級編制及び教職
員定数の標準に関する法律のこと。
　一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細
かな指導を可能とする指導体制と安全・安
心な教育環境を整備するために、公立の小
学校の学級編制の標準を現行の40人（第１
学年は35人）から35人に段階的に引き下げ
る改正が行われた。

代表質問・一般質問

②
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③

一般質問

【
問
】
児
童
虐
待
の
相
談

対
応
に
お
け
る
市
と
児
童

相
談
所
の
役
割
は
。

【
答
】
前
者
は
虐
待
に
至

る
可
能
性
の
あ
る
も
の
や

軽
度
か
ら
中
度
の
虐
待
ケ

ー
ス
に
お
け
る
在
宅
指

導
・
支
援
。
後
者
は
虐
待

に
よ
り
問
題
が
生
じ
て
い

る
子
ど
も
へ
の
支
援
・
出

頭
要
請
等
や
面
前
Ｄ
Ｖ
に

つ
い
て
警
察
か
ら
通
告
が

あ
っ
た
も
の
の
対
応
な
ど
。

【
問
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
検
索
が
一
目
で
分
か
ら

ず
、
相
談
に
つ
な
が
り
や

す
い
周
知
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】
見
や
す
い
カ
テ
ゴ

ラ
イ
ズ
を
研
究
し
改
善
し

た
い
。
相
談
先
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
養
育
支
援
訪
問
事
業
の

内
容
は
。

【
答
】
子
育
て
支
援
課
に

て
特
定
妊
婦
や
未
就
園
児

の
把
握
を
行
っ
た
。

【
問
】
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
事
業
の
開
始
予

定
は
。

【
答
】
３
年
度
、
心
理
職

を
１
名
配
置
し
開
始
予
定
。

【
問
】
水
道
事
業
は
自
給

自
足
が
理
想
と
思
う
が
、

約
４
割
の
自
己
水
の
今
後

の
方
針
は
。

【
答
】
現
在
は
県
水
と
自

己
水
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
配
水
体
系
と
認
識
。
現

状
を
維
持
す
る
。

【
問
】
豊
橋
市
と
湖
西
市

が
基
本
協
定
を
締
結
し
た

水
道
料
金
収
納
業
務
の
共

同
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
検
討
す
べ
き
手
法

だ
が
、
本
市
に
合
っ
た
広

域
連
携
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
農
業
集
落
排
水
事

業
の
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
統
合
の
経
緯
、
効
果
、

取
り
組
み
状
況
は
。

【
答
】
国
土
交
通
省
と
関

係
３
省
に
よ
る
広
域
化
・

共
同
化
の
要
請
を
受
け
て

取
り
組
む
も
の
。
豊
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
汚
水
処
理

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
事

業
の
経
費
削
減
と
地
元
の

労
力
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

４
つ
あ
る
処
理
区
で
最
も

古
く
、
公
共
下
水
道
区
域

に
距
離
的
に
近
く
、
地
元

要
望
の
あ
る
正
岡
処
理
区

の
広
域
化
・
共
同
化
を
検

討
し
て
い
る
。

【
問
】
機
関
車
等
の
形
の

車
両
な
ど
市
民
が
関
心
を

持
つ
た
め
の
市
の
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
導
入
の

計
画
は
な
い
が
、
子
ど
も

を
は
じ
め
多
く
の
市
民
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関

心
を
持
ち
、
利
用
に
結
び

付
く
取
り
組
み
は
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
他
自
治

体
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

【
問
】
交
通
分
野
と
福
祉

分
野
の
連
携
し
た
対
応
は
。

【
答
】
高
齢
者
や
障
害
者

の
中
に
は
公
共
交
通
の
利

用
を
難
し
く
感
じ
る
方
が

多
い
と
認
識
し
て
お
り
、

安
全
で
使
い
や
す
い
移
動

手
段
の
確
保
は
今
後
の
重

要
な
課
題
と
考
え
る
。

【
問
】
費
用
対
効
果
を
念

頭
に
置
い
た
取
り
組
み
が

重
要
だ
が
、
市
の
認
識
は
。

【
答
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開

店
に
合
わ
せ
た
乗
り
入
れ

の
検
討
な
ど
、
利
用
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
路
線
の

見
直
し
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
第
３
次
計
画
の
数
値

目
標
に
設
定
し
た
行
政
負

担
額
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

実
態
に
即
し
た
効
率
的
な

運
行
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
に
お
け
る

児
童
虐
待
対
応
に
つ
い
て

加　

藤　

典　

子

本
市
の
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

太　

田　

直　

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の

課
題
と
今
後
の
方
向
性
は

奥　

澤　

和　

行

③養育支援訪問事業
　子育て支援課の保健師等により、保護者
の養育を支援することが特に必要と認めら
れる児童や、出産後の養育について出産前
において支援を行うことが特に必要と認め
られる妊婦のいる家庭を訪問し、養育に関
する相談を受け、支援、助言等を行う事
業。
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【
問
】
東
三
河
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
は
。

【
答
】
１
１
９
番
通
報
受

信
時
に
感
染
症
を
疑
う
症

状
の
有
無
を
確
認
し
、
傷

病
者
情
報
は
出
動
救
急
隊

等
へ
無
線
交
信
等
で
伝
達

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

【
問
】
通
信
指
令
員
の
教

育
等
の
対
応
は
。

【
答
】
救
急
事
案
に
関
す

る
研
修
会
や
大
規
模
災
害

対
応
を
想
定
し
た
机
上
訓

練
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、

他
市
に
赴
き
、
地
理
の
把

握
や
新
規
目
標
物
の
確
認

等
を
行
い
、
知
識
・
ス
キ

ル
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】
大
災
害
発
生
時
の

通
信
指
令
体
制
の
確
保
は
。

【
答
】
各
市
東
三
河
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
近
傍
在
住

の
職
員
を
臨
時
連
絡
員
に

任
命
し
、
非
常
招
集
計
画

を
定
め
て
い
る
。
通
報
の

集
中
が
想
定
さ
れ
る
場
合

は
指
令
台
を
増
強
し
、
回

線
不
通
等
の
場
合
は
署
落

と
し
を
実
施
す
る
。
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
有

事
の
際
に
滞
り
の
な
い
よ

う
研
さ
ん
を
続
け
て
い
る
。

【
問
】
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
に
お
け
る
自
治

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
の
状
況
は
。

【
答
】
国
は
住
民
記
録
、

地
方
税
な
ど
主
要
な
17
業

務
の
標
準
化
・
共
通
化
を

行
い
、
国
の
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
で
利
用
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
Ａ
Ｉ
等
最
新
の
情

報
技
術
を
使
っ
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
単
語
や
短
文
で

の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、

Ａ
Ｉ
が
自
動
で
応
答
す
る

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
、
３
年
10
月
頃
に

サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
。

【
問
】
デ
ジ
タ
ル
庁
（
仮

称
）
の
動
向
を
踏
ま
え
た

今
後
の
行
政
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
デ
ジ
タ
ル
技
術
等

の
活
用
に
よ
る
住
民
の
利

便
性
の
向
上
や
業
務
効
率

化
を
図
り
、
人
的
資
源
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

注
力
で
き
る
よ
う
、
行
政

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
全

庁
的
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
う
ち
、
地
域

づ
く
り
事
業
と
参
加
支
援

事
業
の
進
め
方
は
。

【
答
】
住
民
同
士
の
交

流
の
場
等
を
整
備
し
、身

近
な
圏
域
を
中
心
に
人
と

人
・
場
所
な
ど
を
つ
な
ぐ

こ
と
や
社
会
参
加
の
機
会

拡
大
を
目
指
す
。新
し
い

生
活
様
式
も
念
頭
に
置
き

つ
つ
、地
域
の
つ
な
が
り
の

再
生
、強
化
に
取
り
組
む
。

【
問
】
看
護
体
制
の
確
保

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
精
神
科
医
師
や
臨

床
心
理
士
の
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
看
護
師
に
対
し
面

談
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
施
。
採
用
活
動
は
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

て
学
生
の
実
習
等
を
受
け

入
れ
、
例
年
と
同
程
度
の

採
用
を
決
定
し
て
い
る
。

【
問
】
第
４
波
到
来
等
を

想
定
し
た
今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
診
療
体
制
の
見
直

し
の
検
討
な
ど
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、

持
続
可
能
な
運
営
の
在
り

方
を
明
確
に
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

⑤

⑥

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

木　

本　

朗　

善

消
防
通
信
指
令
体
制
に
つ
い
て

星　

川　

博　

文

コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

市
民
病
院
の
対
応
は

佐
々
木　

和　

美

一般質問

④自治体 DX 推進計画
　2年12月に総務省が策定した「自治体デ
ジタル・トランスフォーメーション（DX）
推進計画」のこと。自治体が重点的に取り
組む事項等を具現化し、国による支援策等
を取りまとめたもので、デジタル社会の構
築に向けた取り組みを全自治体で着実に進
めていく。

⑤署落とし
　東三河各5市管内各地
域の119番通報を、各地
域の電話局舎から最も近
い消防署に接続させる回
線に切り替え、東三河各
市の各署所で受け付けを
実施し、各市が単独で災
害対応に当たる体制に切
り替える運用。

⑥重層的支援体制整備事業
　8050問題など、地域住民の複合・複雑化
した支援ニーズに対応する包括的な支援体
制を整備するために創設された。「包括的
相談支援事業」「多機関協働事業」「アウ
トリーチ等を通じた継続的支援事業」「参
加支援事業」「地域づくり事業」の5事業が
重なり合いながら本人に寄り添い、伴走す
る体制を構築していく。

④
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【
問
】
市
の
男
女
共
同
参

画
の
課
題
は
。

【
答
】
重
点
的
取
組
に
留

意
が
必
要
な
も
の
と
し
て
、

男
女
双
方
の
意
識
改
革
・

理
解
促
進
、
子
ど
も
へ
の

理
解
促
進
、
女
性
の
参
画

拡
大
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
、
生
活
上
困
難
者
へ
の

支
援
、
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
の
根
絶
の
６
項
目
。

【
問
】
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
の
た
め
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
の
考
え
は
。

【
答
】
市
民
意
識
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
が
必
要

な
状
況
で
、
家
庭
、
地
域

等
を
通
じ
、
全
市
民
を
対

象
に
男
女
共
同
参
画
の
意

義
と
必
要
性
が
理
解
さ
れ

る
よ
う
広
報
等
に
努
め
る
。

【
問
】
意
識
を
醸
成
し
て

い
く
考
え
方
は
。

【
答
】
人
権
を
尊
重
し
た

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向

け
た
意
識
の
向
上
を
掲
げ
、

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

等
の
改
革
や
広
報
等
の
促

進
、
旧
来
の
社
会
制
度
や

慣
行
に
と
ら
わ
れ
な
い
意

識
の
幼
少
期
か
ら
の
啓
発

な
ど
、
全
世
代
を
対
象
に

意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

⑦

⑧

【
問
】
本
市
の
住
宅
火
災

と
死
傷
者
の
状
況
は
。

【
答
】
過
去
10
年
間
で
年

平
均
13
・
８
件
。
そ
の
前

10
年
間
と
比
較
し
約
４
割

減
少
。
死
傷
者
は
半
数
が

65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
は
。

【
答
】
条
例
に
よ
り
平
成

20
年
６
月
に
設
置
を
義
務

付
け
、
調
査
に
よ
る
２
年

度
の
設
置
率
は
83
％
。

【
問
】
設
置
の
効
果
は
。

【
答
】
警
報
器
の
鳴
動
に

よ
る
奏
功
事
例
が
過
去
10

年
で
17
件
あ
り
、
負
傷
者

の
減
少
傾
向
が
顕
著
。

【
問
】
住
宅
火
災
に
お
け

る
初
期
消
火
の
状
況
は
。

【
答
】
過
去
５
年
で
は
、

約
７
割
の
住
宅
火
災
に
お

い
て
住
民
に
よ
る
初
期
消

火
が
行
わ
れ
、
そ
の
約
８

割
で
初
期
消
火
の
成
功
に

よ
り
、
被
害
が
最
小
限
に

食
い
止
め
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
地
域
の
防
火
・
防

災
訓
練
の
状
況
と
内
容
は
。

【
答
】
町
内
会
等
で
例
年

１
３
０
～
１
５
０
件
の
消

火
や
救
命
救
護
の
訓
練
等

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
学
校
、
保
育
園
で

陽
性
者
が
出
た
場
合
の
、

子
ど
も
へ
の
行
政
検
査
の

基
準
に
変
更
が
あ
っ
た
か
。

【
答
】
保
健
所
の
所
管
で
、

実
施
要
領
に
基
づ
き
判
断

さ
れ
て
い
る
。個
々
の
ケ
ー

ス
の
判
断
に
つ
い
て
は
、非

公
開
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大

を
、
独
自
に
行
う
考
え
は
。

【
答
】
市
独
自
で
の
検
査

の
実
施
の
考
え
は
な
い
。

【
問
】
飲
食
店
以
外
の
個

店
も
対
象
に
し
た
支
援
金

や
大
学
生
へ
の
給
付
金
の

支
給
の
考
え
は
。

【
答
】
感
染
拡
大
状
況
等

に
応
じ
て
、
本
市
の
実
情

に
合
わ
せ
た
施
策
等
の
検

討
、
実
施
を
行
う
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会

議
に
女
性
の
参
加
を
検
討

す
る
考
え
は
。

【
答
】
職
責
に
応
じ
た
委

員
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

各
施
策
の
提
案
等
に
当
た

っ
て
は
、
各
部
局
に
女
性

の
管
理
職
等
が
在
籍
し
て

お
り
、
考
え
を
取
り
入
れ

る
体
制
は
構
築
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て

八　

木　

月　

子

住
宅
火
災
に
お
け
る
消
防
力
と

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

大　

場　

昌　

克

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
を
、

独
自
に
行
う
考
え
は

安　

間　

寛　

子

一般質問

⑦調査
　元年度に行われた男女
共 同 参 画 に 関 す る 市 民
意識調査のこと。市男女
共同参画基本計画が２年
度末で期間満了となるた
め、計画策定の際の基礎
資料とすることを目的に
実施された。

⑧住宅用火災警報器
　火災により発生する煙を感知し、音や音
声により警報を発して火災の発生を知らせ
る機器。一般的に電池で動き、火災検知の
ため常に作動しており、その電池寿命の目
安は10年。いざというとき適切に作動する
よう、火災予防運動の時期などに定期的に
作動確認を行い、適切な交換が必要。



市総合体育館前の街路樹

議会だより No.197　14

【
問
】
小
中
学
校
の
規
模

に
関
す
る
基
本
方
針
の
概

要
は
。

【
答
】
複
式
編
制
を
回
避

す
る
方
針
と
し
、
複
式
編

制
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

地
域
住
民
の
理
解
、
協
力

を
得
な
が
ら
課
題
解
決
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

【
問
】
市
内
の
児
童
数
や

学
級
数
の
見
通
し
は
。

【
答
】
２
年
３
月
末
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
人
口
に

よ
る
推
計
で
は
、
６
年
後

に
は
２
年
度
の
全
体
の
入

学
児
童
数
１
７
１
１
人
と

比
較
し
て
3
0
0
人
減
少

す
る
。
萩
小
学
校
区
で
は
、

10
年
度
に
は
３
・
４
年
生

が
複
式
編
制
と
な
る
。

【
問
】
複
式
編
制
が
見
込

ま
れ
る
萩
小
学
校
の
今
後

の
対
応
は
。

【
答
】
基
本
方
針
で
は
、

複
式
編
制
が
見
込
ま
れ
る

年
度
の
７
年
前
か
ら
準
備

を
進
め
る
と
し
、
３
年
度

に
は
、
関
係
者
と
行
政
が

共
に
議
論
す
る
検
討
組
織

を
設
置
、
４
年
度
以
降
は

具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

討
を
進
め
、
６
年
度
に
は

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

【
問
】
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
分
に
係
る
注
意
喚
起
な

ど
の
対
応
は
。

【
答
】
平
成
13
年
に
施
行

さ
れ
た
法
に
基
づ
く
調
査

の
ほ
か
、
元
年
度
に
最
終

確
認
の
た
め
、
再
度
各
課

に
全
施
設
の
調
査
を
依
頼

し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

【
問
】
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
安
定
器
等
を
処
分

期
限
の
２
年
度
末
ま
で
に

処
分
で
き
る
か
。

【
答
】
3
4
4
個
は
、
２

年
度
末
ま
で
に
処
分
委
託

せ
ず
、
２
年
度
見
つ
か
っ

た
８
個
と
４
月
以
降
も
保

有
す
る
。

【
問
】
全
て
処
分
委
託
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
国
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
の
処
理
能
力
で
は
、
登

録
の
あ
る
全
て
の
２
年
度

末
ま
で
の
処
分
は
困
難
と

し
、
調
整
依
頼
が
あ
り
、

処
分
で
き
な
か
っ
た
も
の
。

【
問
】
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
３
年
10
月
か
ら
11

月
に
搬
入
が
可
能
。
変
圧

器
等
は
３
年
度
予
算
で
処

分
す
る
こ
と
で
、
全
て
の

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
分
が
完
了
予
定
。

【
問
】
都
市
計
画
道
路
の

今
後
の
整
備
方
針
は
。

【
答
】
路
線
の
更
新
計
画

を
立
て
る
時
期
を
迎
え
、

来
年
度
、
作
業
に
着
手
す

る
。
城
跡
市
役
所
線
の
Ｊ

Ｒ
牛
久
保
駅
周
辺
は
未
整

備
で
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
整
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

整
備
済
み
区
間
は
老
朽
化

が
著
し
く
、
計
画
に
お
け

る
優
先
度
は
高
い
と
考
え

て
い
る
。

【
問
】
街
路
樹
維
持
管
理

に
お
け
る
今
後
の
予
定
は
。

【
答
】
２
年
度
に
作
成
す

る
指
針
に
基
づ
き
、
老
朽

化
し
た
危
険
な
木
の
伐
採

な
ど
に
つ
い
て
、
目
先
の

対
応
だ
け
で
な
く
、
長
期

的
な
計
画
を
検
討
す
る
な

ど
、
よ
り
適
切
な
街
路
樹

管
理
を
目
指
し
て
い
く
。

【
問
】
国
道
23
号
蒲
郡
バ

イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
と
完

成
の
見
通
し
は
。

【
答
】
元
年
度
に
ト
ン
ネ

ル
は
全
て
貫
通
。
現
在
、

道
路
や
橋
梁り

ょ
う

の
工
事
が
計

32
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

開
通
見
通
し
は
国
に
早
急

な
公
表
を
要
望
し
て
い
く
。

⑪

⑨

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
に
係
る

注
意
喚
起
な
ど
の
対
応
は

早　

川　

喬　

俊

道
路
行
政
に
つ
い
て

柴　

田　

輝　

明

小
中
学
校
の
規
模
に
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一般質問

⑨複式編制
　二つ以上の学年の
在学者で構成されて
い る 学 級 （ 複 式 学
級 ） を 編 制 す る こ
と。本市では、令和
3年4月現在、複式学
級はない。

⑩法
　ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推
進に関する特別措置法のこと。ポリ塩化ビフェ
ニル（PCB）廃棄物を保管する事業者に一定期
間内に処分することなどを義務付けている。
⑪ JESCO
　中間貯蔵・環境安全事業株式会社のこと。
国の監督の下、PCB廃棄物処理を行うために
設立され、PCBを使用したトランス類、コン
デンサ類、安定器などを処理している。

⑩


